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図3 随念寺復原平面図
の外をめぐって凸字状に連なり，柱上斗供も正面から見
ると脇の間前から内陣前列にかけて凸字状IC続いて，外
観を引き立て Lいた ζとが知られる。なお現状東の広縁
部分から外の落縁部分に張り出して位牌壇を設けている
が，勿論新しく，後補のもので，元は中敷居が入って窓
となっていた。
次に内陣須弥壇後部では後壁の両脇円柱K対する外側
の角柱，との現内法より約70cm下に元の内法貫や内法長
押の取付き痕跡があるので，元戸口がずっと下っており，
従って床も下方にあった乙とがわかる。
との寸尺からすると，柱聞に地上の地覆石にのった地
覆か敷居をおいて，その高さに床を設けたと推定される。
従ってその戸口を入った左右に木階があって，須弥壇の
横IC出られたであろう。
そして現在戸口になって後方の下屋IC通じている柱間
は壁となるであろう (柱に板を張って仕口が隠されて
いるので明示は出来ない。)。
以上の如くであれば少なくとも背面には下屋も縁もな
かったとと訟なるが，現在正側3面の縁下になっている
側柱の下部を見ると，風蝕が極めて強く，且つ腰羽目が
残されており，乙れらの材も古いので，元は落縁は存在
しなかったと考えられる。縁の材料は西側面の戸口から
後方部分を除いて新しいが，現在取付くものに経年の長
い材が残された部分もあるととからすると，かなり早く
から取付けられていたものとしなくてはならないだろう。
結 語
随念寺は徳川政権との関係も深く，地方の浄土宗寺院
170 岡野
としては格式も高く，かつ古式がかなりよく保たれてい
る例として注目すべきものであるが，本堂については，
今回かなり徹底的に原形を復原する ζ とが出来，江戸時
代初期の浄土宗本堂の好例を提示する乙とが出来たのは
幸である。なお本堂の歴史的位置づけについては次稿の
隣松寺本堂と合せて，その結論の中で論ずる乙と〉した。
なお浄土真宗本堂を加えて， この一連の研究については
浅野清教授の指導と卒研生諸君の助力に負うところが多
い。合わせて感謝の意を表したい。
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